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【方法】抗 PD-1 抗体投与前後で末梢血 CD8+T 細胞の多機能性と疲弊マーカー(PD-1)の発
現を解析し、臨床的レスポンダーとノンレスポンダーで比較した。また血清学的パラメータ
や腫瘍細胞の PD-L1 陽性率、腫瘍浸潤リンパ球についても比較検討を行った。 
【結果】抗 PD-1 抗体治療後の多機能性 T 細胞はレスポンダー群で多い傾向にあり、PD-L1
陽性率はレスポンダーにおいて有意に高かった。
【結論】進行期悪性黒色腫患者において、疲弊しても多機能性を失わない CD8+T 細胞が多
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